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１．総合評価 

優れている 

 

【評価コメント】 

胎児型造血幹細胞から成体型造血幹細胞への移行を体外環境で再現するというチャレンジングなテーマに

取り組み、各研究開発項目にて目標を達成している。本研究において、造血幹細胞を人為的に成熟させる上で

の戦略として長期間の維持培養が必要であることを見いだしている。細胞治療の産業化を進める上で重要な働

きが期待される内在性造血幹細胞増幅因子を同定でき、生物学的知見を得るとともに技術開発にも成功してお

り、高く評価できる。論文も多く発表されており、今後、医療分野の進展や新技術の創出に資する可能性が期待

される。一方、造血幹細胞に内在すると予想された自律的成熟化メカニズムの解明までには至っておらず、ヒト

とマウスの相違についての知見は限定的である。造血幹細胞成熟の特徴については、代謝学的観点を含めて、

今後検討すべき課題である。また、インパクトの高い国際学術誌への発表が期待される。 


